
地
域
農
業
に
と
っ
て
、
過

疎
や
高
齢
化
は
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。
明
日
の
農
業
を
担

う
若
い
後
継
者
が
不
足
し
、

農
地
が
荒
廃
す
る
こ
と
な
ど

が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
高

橋
准
教
授
は
、

そ
う
し
た
地

域
農
業
が
抱

え
る
様
々
な

問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
平
た
く

い
え
ば
、
農

村
の
活
性
化
。

農
村
が
元
気

に
な
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考

え
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
」

食
品
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
近
の

研
究
で
は
「
食
」
の
視
点
か

ら
の
分
析
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
食
料

自
給
率
が
約
４
割
で
輸
入
食

料
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
日
本
の
実
態
が
あ
る
。

「
食
」
を
作
る
側
と
食
べ

る
側
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
。「
安
全
・
安
心
の
食
」

を
提
供
す
る
に
は
ど
う
す
べ

き
か
。
そ
の
た
め
に
地
域
組

織
（
農
業
協
同
組
合
な
ど
）

や
政
策
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
べ
き
か
、
と
い
っ
た
幅

広
い
問
題
に
携
わ
っ
て
き
た
。

見
直
さ
れ
る
農
村
の
営
み

農
村
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ

る
一
方
で
、
都
市
に
住
む
人

た
ち
の
間
で
農
村
へ
の
関
心

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

「
最
近
、
都
市
の
人
が
、

単
に
農
村
で
過
ご
す
だ
け
で

な
く
、
農
村
に
深
く
関
わ
ろ

う
と
し
て
お
り
、
新
鮮
で
安

全
な
農
産
物
を
安
く
購
入
で

き
る
農
産
物
直
売
所
や
、
農

業
体
験
、
農
家
民
泊
な
ど
農

村
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
」

近
年
、
こ
う
し
た
都
市
と

農
村
の
交
流
で
あ
る
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。
田
植
え
、
稲

刈
り
、
乳
搾
り
な
ど
の
農
業

・
農
村
体
験
や
、
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
、
伝
統
芸
能
な
ど
の

文
化
活
動
、
そ
ば
打
ち
、
わ

ら
細
工
な
ど
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
っ
た
農
村
の
営
み
が
、
あ

ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
い
う
。

「
地
域
社
会
や
経
済
を
活

性
化
す
る
に
は
、
農
村
本
来

の
魅
力
を
生
か
し
、
互
い
に

交
流
し
助
け
合
う
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味

で
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
都
市
と
農
村
の
人
的
交

流
を
育
み
、
農
村
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

が
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
多
い
。
た
と

え
ば
法
律
的
問
題
。
農
家
を

宿
に
す
る
に
し
て
も
、
旅
館

業
法
、
消
防
法
、
食
品
衛
生

法
な
ど
が
か
ら
ん
で
く
る
。

「
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
や
法
律

の
整
備
は
不
可
欠
で
す
。
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先

進
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
農
家
に
補
助
金
を
出
す

な
ど
手
厚
い
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

元
気
な
高
齢
者
に
注
目

高
橋
准
教
授
の
研
究
で
特

筆
さ
れ
る
の
は
、
高
齢
化
の

進
む
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
、「
元
気
な
高
齢
者
」
に

注
目
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
離
職
就
農
し
た

「
定
年
帰
農
者
」だ
。
特
に
、

こ
れ
か
ら
そ
の
中
心
を
占
め

る
「
団
塊
の
世
代
」
は
、
数

も
多
く
、
か
け
が
え
の
な
い

人
的
資
源
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
し
、
「
持
続
可
能
な
地

域
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
を
軽
視
す
る
の

で
は
な
く
、
よ
り
光
を
当
て

る
べ
き
だ
」
と
言
う
。

高
齢
者
を
語
る
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
交
流
」
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
農
村
側
も
従
来
の

閉
鎖
性
を
払
拭
し
て
、
風
通

し
を
良
く
し
な
が
ら
、
ヨ
コ

の
つ
な
が
り
を
強
化
す
べ
き

だ
、
と
論
じ
る
。
ヨ
コ
の
つ

な
が
り
が
失
わ
れ
た
結
果
の

悲
劇
は
何
も
農
村
だ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
高
齢
化
が

進
む
都
市
住
民
に
と
っ
て
、

心
と
心
が
響
き
合
う
よ
う
な

農
村
の
交
流
が
手
本
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
と
話
す
。

い
ま
、
「
交
流
」
に
力
を

入
れ
て
い
る
地
域
は
、
農
業

が
活
性
化
し
つ
つ
あ
り
、
一

部
で
は
若
い
力
も
育
ち
つ
つ

あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
持

続
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、

「
国
の
施
策
の
大
幅
な
見
直

し
や
、
農
協
・
行
政
・
医
療

福
祉
機
関
な
ど
の
横
断
的
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時

に
、
国
民
的
な
相
互
理
解
も

重
要
に
な
る
」と
語
り
、「
今

後
も
、
人
と
人
と
の
関
係
を

直
視
し
て
、
高
齢
社
会
の
モ

デ
ル
と
な
る
交
流
を
地
域
農

業
の
な
か
に
組
み
込
ん
で
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

ゼ
ミ
活
動
で
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
。
学
生

に
農
村
生
活
を
体
験
さ
せ
る

ほ
か
、
本
人
も
中
山
間
地
域

な
ど
の
現
場
に
足
繁
く
通
う
。

が
、
最
近
の
学
生
は
「
社
会

へ
の
視
野
や
、
人
と
の
付
き

合
い
方
が
狭
い
」
と
苦
言
を

呈
す
。
「
も
っ
と
好
奇
心
を

旺
盛
に
し
て
視
野
を
広
げ
、

未
知
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

高
齢
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
農
業

を
探
求

生
物
資
源
科
・
高
橋

巌
准
教
授

生
体
に
投
与
し
た
薬
物
が
、

体
内
で
ど
の
よ
う
に
吸
収
・

分
布
・
代
謝
・
排
泄
さ
れ
る

か
を
明
ら
か
に
す
る
「
薬
物

動
態
学
（
Ｐ
Ｋ
）
」
、
薬
物

が
生
体
に
与
え
る
影
響
な
ど

を
調
べ
る「
薬
力
学（
Ｐ
Ｄ
）」

に
つ
い
て
、
松
本
教
授
は
Ｐ

Ｋ
と
Ｐ
Ｄ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
析
を
行
う
こ
と
で
、
薬
物

の
有
効
か
つ
安
全
な
投
与
法

を
解
明
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

教
授
に
よ
る
と
、
「
日
本

に
お
い
て
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ
解
析

は
比
較
的
新
し
い
学
問
分
野
。

例
え
ば
患
者
に
、
ど
の
程
度

の
量
の
薬
を
い
つ
投
与
す
る

か
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
�
医

者
の
匙
加
減
�
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し

た
経
験
則
に
頼

っ
て
い
た
部
分

を
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ

解
析
に
よ
っ
て

科
学
的
に
立
証

し
、
有
効
性
の

予
測
を
可
能
に

す
る
こ
と
が
、

私
の
研
究
の
目

的
で
す
」
。

研
究
は
す
べ

て
、
学
内
外
の

専
門
家
ら
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ベ
ー
ス
に
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
例
が
、
日
本

大
学
薬
学
部
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
な
ら
び
に
治
療

に
対
す
る
生
体
リ
ズ
ム
を
基

盤
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
」だ
。

効
果
的
な
薬
物
治
療
を
行

う
た
め
に
は
、
例
え
ば
「
夜

間
に
症
状
が
悪
化
す
る
病
気

な
ら
、
そ
の
時
刻
に
薬
の
効

果
が
最
大
に
な
る
よ
う
に
投

薬
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

投
薬
を
行
う
�
時
間
�
も
重

要
に
な
る
。
こ
れ
を
「
時
間

薬
物
治
療
」
と
い
う
。
し
か

し
教
授
に
よ
る
と
、
「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

発
症
時
に
は
、
代
謝
や
薬
物

動
態
に
影
響
を
与
え
る
と
思

わ
れ
る
因
子
が
大
き
く
変
動

し
、
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｋ
や
体

内
時
計
の
リ
ズ
ム
（
生
体
リ

ズ
ム
）
も
変
動
す
る
た
め
、

時
間
薬
物
治
療
の
推
進
が
難

し
い
」
と
い
う
。

そ
こ
で
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
時
間
薬
物
治
療
に
影
響
を

与
え
る
要
因
の
解
明
に
着
手
。

生
体
リ
ズ
ム
を
考
慮
し
つ
つ
、

Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ
お
よ
び
薬
効
を

数
学
的
に
モ
デ
リ
ン
グ
し
、

そ
の
動
き
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、

治
療
薬
の
体
内
動
態
お
よ
び

血
中
薬
物
濃
度
、
薬
効
の
日

内
周
期
お
よ
び
新
規
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
の
変
動
要
因
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
こ
の
研
究
が
実
を
結
べ
ば
、

効
果
的
な
投
与
計
画
の
立
案

が
可
能
に
な
り
、
患
者
個
別

の
投
与
量
も
迅
速
に
設
定
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

臨
床
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も

高
く
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
時
間
薬
物
治
療

に
大
い
に
貢
献
す
る
研
究
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
。

新
薬
開
発
に
も
参
画

松
本
教
授
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
治
療

薬
の
よ
う
に
、
す
で
に
市
販

さ
れ
た
薬
の
み
な
ら
ず
、
新

薬
開
発
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に

も
参
画
し
て
い
る
。

例
え
ば
文
部
科
学
省
の
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

で
あ
る
「
癌
感
受
性
遺
伝
子

探
索
、
機
能
解
析
、
標
的
評

価
、
新
規
治
療
開
発
、
臨
床

前
試
験
を
一
環
的
に
研
究
す

る
拠
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。

こ
れ
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
研

究
者
が
分
業
で
が
ん
を
引
き

起
こ
す
遺
伝
子
を
研
究
し
、

最
終
的
に
は
薬
剤
の
開
発
ま

で
結
び
付
け
る
試
み
。
こ
の

中
で
、
新
薬
候
補
と
な
る
新

規
化
合
物
を
ラ
ッ
ト
に
投
与

し
、
効
果
の
時
間
推
移
な
ど

を
調
べ
、
そ
の
Ｐ
Ｋ
を
解
明

す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。さ

ら
に
、
日
本
大
学
が
全

学
的
に
推
進
す
る
「
�
指
定

研
究
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
も
所
属
。
「
ナ
ノ
物

質
を
基
盤
と
す
る
光
・
量
子

技
術
の
極
限
追
求
」
と
題
す

る
こ
の
研
究
は
、
本
学
の
理

工
系
研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
知
見
を
結
集
さ
せ

る
こ
と
で
、
新
し
い
が
ん
治

療
戦
略
の
立
案
を
目
指
す
も

の
だ
。

教
授
は
医
療
班
の
一
員
と

し
て
、
主
に
新
規
化
合
物
の

測
定
方
法
の
開
発
と
、
適
正

な
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ
モ
デ
ル
の
探

索
を
担
っ
て
い
る
。

薬
剤
師
と
し
て
の
思
い

松
本
教
授
は
か
つ
て
、
国

立
病
院
の
薬
剤
師
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
経
験
を
持
つ
。

そ
れ
だ
け
に
「
医
療
現
場
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思

い
は
人
一
倍
強
い
。
「
今
後

も
直
接
患
者
の
役
に
立
つ
か

ど
う
か
と
い
う
視
点
を
最
も

大
切
に
し
な
が
ら
、
医
療
の

進
歩
に
貢
献
し
、
患
者
志
向

の
学
生
を
育
成
し
て
い
き
た

い
」
と
、
希
望
を
語
っ
て
く

れ
た
。

薬
物
の
有
効
か
つ
安
全
な
投
与
法

を
解
明

薬
・
松
本

宜
明
教
授

実践的な調査研究が大切と話す高橋准教授

モデリングとシミュレーションを学ぶ松本教授の
ゼミの様子

患
者
に
役
立
つ
研
究
を
第
一
に

時
間
薬
物
治
療
の
推
進
な
ど
に
貢
献

�元気な農村�のモデルづくり
キーワードは〝交流〟

都市と農村をつなぐグリーン・ツーリズム

福島県喜多方市で地域農業とグリーン・ツーリズ
ムの実態調査を実施（森姫農園で）

医師向けの情報サイト

高
橋

巌
（
た
か
は
し
・

い
わ
お
）
昭
和
５９
年
農
獣

医
学
部
卒
。
６１
年
農
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。

社
団
法
人
農

協
共
済
総
合

研
究
所
主
任
研
究
員
な
ど

を
経
て
、
平
成
１７
年
生
物

資
源
科
学
部
食
品
経
済
学

科
助
教
授
（
現
・
食
品
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
准
教
授
）
。

日
本
有
機
農
業
学
会
理
事

・
編
集
委
員
、日
本
協
同
組

合
学
会
、日
本
農
業
経
済
学

会
な
ど
に
所

属
。
学
生
時

代
は
学
部
ジ
ャ
ズ
研
に
所

属
し
、
現
在
も
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

演
奏
。東
京
都
出
身
。４９
歳
。

松
本

宜
明
（
ま
つ
も
と

・
よ
し
あ
き
）
国
立
病
院

で
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し

た
後
、
昭
和
６１
年
昭
和
薬

科
大
学
大
学

院
薬
学
研
究

科
修
士
課
程
修
了
。
同
大

助
手
・
講
師
、
平
成
５
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
薬
学
部

博
士
研
究
員
、
１１
年
助
教

授
、
１７
年
よ
り
現
職
。
専

門
は
薬
物
動
態
学
。
薬
学

博
士
（
大
阪
大
学
）
、
医

学
博
士
（
東

邦
大
学
）
。

日
本
ア
プ
ラ
イ
ド
・
セ
ラ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
学
会
（
理

事
）
。
東
京
都
出
身
。
５２

歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル
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